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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

全日本空輸株式会社所属ボーイング式７２７‐２００型ＪＡ８３４７が昭和５３年１１月５日 

同社の定期５２１便として大阪国際空港を離陸し熊本空港へ向け飛行中、旅客１名（男性、５５ 

才）が病死した。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５３年１１月６日　事実調査

２　認定した事実及び認定した理由

ＪＡ８３４７は、１１月５日旅客７５名（幼児１名を含む）乗組員７名（運航乗務員３名、 

客室乗務員４名）がとう乗し、０７時１０分大阪国際空港を離陸し、巡航高度２０，０００フィ 

ートで熊本空港に向け飛行し、０８時０２分同空港に着陸した。

同機が到着後０８時０７分ごろ、降機中の旅客から客室乗務員に眠っている旅客がいるとの  

連絡があり、当該旅客の異常に気がついた同客室乗務員はその旨を機長に連絡するとともに、



直ちに救急車の手配を行い、救急車が到着するまで旅客中の看護婦により心臓マッサージ及び 

酸素吸入が行われた。

０８時２４分ごろ救急車が到着し、当該旅客は熊本理学診療科病院に収容された。

熊本理学診療科病院医師の死体検案書によれば、死亡の時刻は０７時４０分ごろ（山口県室 

津半島上空）（推定）で、死因は心筋梗塞の疑いであった。

当該飛行は気流も良好で、客室内与圧の急減等の異常もなく正常な飛行であった。

また、当該旅客は傷病を申し出ることなくとう乗しており、また、事故発生前に客室乗務員 

あるいは他の旅客に身体の異常についての訴えもなかった。

０７時３５分ごろ、客室乗務員が当該旅客に紅茶のサービスを行っており、その後眠ってい 

る状態であったので異常に気がついた者はいなかった。

原因

本事故は、航空機にとう乗中の旅客が「心筋梗塞の疑い」により死亡したものと認められる。


